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業界トップクラスのトレーナーによる実践型研修

組
合
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
は
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
を
「
社
会
に
信
頼
さ
れ
る

業
」
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
、
平
成
21
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
以
前
、
日
本
標
準
産
業
分
類
に
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
は
存

在
せ
ず
、
働
く
方
々
は
業
務
委
託
を
受
け
た
個
人
事
業
主
の
集
団

で
あ
り
、
社
会
的
地
位
が
不
安
定
な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
高
い

技
術
を
持
ち
、
一
定
の
収
入
を
得
て
い
て
も
、
個
人
の
社
会
的
信

用
を
得
に
く
い
と
い
っ
た
業
界
の
課
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
事
業
協
同
組
合
と
い
う
形
を
と
り
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
界
の
発
展
に
寄
与
し
誇
り
を
も
っ
て
働
い
て
い
た

だ
く
べ
く
、
各
種
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
設
立
に
あ
た
っ

て
は
、
認
可
行
政
庁
か
ら
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
と
い
う
業
態
へ

の
理
解
を
得
る
べ
く
、
岡
山
県
中
央
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
国

へ
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
設
立
後
事
業
を
行
っ

て
い
く
中
で
、
平
成
26
年
に
は
日
本
標
準
産
業
分
類
に
「
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
業
界
が
産
業
と
し
て

拡
大
し
て
い
く
転
換
点
に
当
組
合
は
設
立
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
組
合
で
は
、
独
自
の
技
術
認
定
試
験
制
度
を
運
用
し
て
い
ま

す
。
特
定
の
店
舗
内
で
の
評
価
に
留
ま
ら
ず
、
組
合
と
い
う
第
三

者
機
関
が
「
フ
ッ
ト
」
や
「
ボ
デ
ィ
」
と
い
っ
た
科
目
ご
と
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
た
認
定
を
行
う
こ
と
で
、
技
術
の
標
準
化

と
信
頼
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
サ
ロ
ン
制
度
や
優
秀
組
合
員
表
彰
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
組
合
に
加
入
し
認
定
サ
ロ
ン
加
盟
店
に
な
る
こ
と
で
、

店
構
え
に
認
定
サ
ロ
ン
の
マ
ー
ク
を
付
け
る
な
ど
し
、
利
用
者
に

第
三
者
機
関
に
認
め
ら
れ
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
安
心
感

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
表
彰
制
度
に
つ
い
て
は
、
施
術
品

質
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
「
人
に
し
か
生
み
出
せ
な
い
価

値
」
を
適
切
に
評
価
す
る
仕
組
み
で
す
。
組
合
と
い
う
後
ろ
盾
が

客
観
的
に
評
価
を
下
す
こ
と
は
、
店
舗
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
け

で
な
く
、
働
く
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
自
己
肯
定
感
や
勤
労
意
欲
の
向
上

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
・
店
舗
の
保
護
に
関
し
て
い
え
ば
、以
前
は
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
業
に
特
化
し
た
適
正
な
保
険
が
少
な
い
状
況
で
し
た
が
、

組
合
を
通
す
こ
と
で
業
界
専
用
の
団
体
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
ス
キ
ル
に
よ
り
可
能
な

手
技
も
異
な
る
た
め
多
種
多
様
な
事
例
が
発
生
し
う
る
中
、
包
括

的
か
つ
無
理
の
な
い
コ
ス
ト
で
の
補
償
を
実
現
し
ま
し
た
。
万
が

江
見 

慎
之
介  

氏

“
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
未
来
が
輝
く
業
界
”を

と
も
に
つ
く
る
た
め
の
確
か
な

後
ろ
盾
で
あ
り
続
け
ま
す
。

日
本
美
容
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
協
同
組
合  

理
事
長

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」
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組 合 名

設 立
所 在 地
T E L
H P
組合員数

日本美容リラクゼーション業
協同組合
平成21年12月
岡山市中区西川原139番地1
086-238-3533
https://jpbra.org/
13名

表彰制度と求人を連動させたホームページ

た
、
次
世
代
の
担
い
手
を
確
保
す
べ
く
、
大
学
や
専
門
学
校
等
の

教
育
機
関
と
の
連
携
を
更
に
深
め
、
職
業
と
し
て
の
認
知
度
向
上

に
努
め
る
方
針
で
す
。

理
事
長
と
し
て
ど
う
い
っ
た
想
い
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
か

　
私
自
身
の
原
体
験
に
な
り
ま
す
が
、
か
つ
て
他
業
種
を
営
ん
で

い
た
際
、
過
労
に
よ
る
心
身
の
不
調
に
悩
ま
さ
れ
た
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
が
求
め
て
い
た
の
は
病
名
の
診
断
で
は
な

く
、
た
だ
緊
張
を
解
き
、
明
日
の
活
力
を
得
ら
れ
る
「
休
息
の
場
」

で
し
た
。
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
人
の
心
と
身
体
を
支
え
、
日
常

に
や
す
ら
ぎ
を
届
け
る
尊
い
仕
事
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
価
値
を
支
え
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
環
境
は
、
ま
だ

改
善
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
想
い
は
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
「
安
心
し
て
働
け
る
・
安
心
し
て
選
ば
れ
る
業
界
」

に
す
る
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
一
人
の
技
術
が
誰
か
を
癒
や
し
、
一

つ
の
サ
ロ
ン
が
地
域
を
支
え
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
業
界
の
未
来

を
創
り
ま
す
。
組
合
と
い
う
組
織
を
通
じ
て
、
個
々
の
経
営
者
が

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
高
め
合
い
、
社
会
的
な
地
位
を
盤

石
な
も
の
に
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
の
確
か
な
後
ろ
盾
で
あ
り
続

け
る
こ
と
が
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
の
事
故
の
際
に
も
店
舗
と
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
守
る
体
制
が
整
っ
て

い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
よ
る
取
引
力
強
化
と
人
材
確
保
の
取

組
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
岡
山
県
中
央
会
の
支
援
事
業
を
活
用
し
、
令
和
8
年
1
月
に
表

彰
制
度
と
求
人
を
連
動
さ
せ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
開
設
し

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
組
合
の
理
念
や
各
種
制
度
の
紹
介

に
加
え
、
組
合
員
店
舗
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
が
安
心
し
て
サ
ロ
ン
を
選
べ
る
よ
う
、
成
功
事
例
や
取
り
組

み
を
共
有
し
、
技
術
品
質
・
安
全
性
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
高
め

る
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
に
と
っ
て
最
大
の
経
営
課
題
は

「
人
材
の
確
保
と
定
着
」
で
す
。
特
に
若
年
層
や
未
経
験
の
方
々
は
、

業
界
に
対
し
て
「
ど
の
よ
う
な
働
き
方
な
の
か
」「
本
当
に
安
心
で

き
る
場
所
か
」
と
い
う
不
安
を
抱
き
が
ち
で
す
。
組
合
と
し
て
、

教
育
体
制
や
福
利
厚
生
、
社
会
的
地
位
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
分
か
り
や
す
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
個
店
単
独
で
は
難
し
い

「
業
界
へ
の
入
り
口
」
を
広
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
採
用
活
動
に
お
け
る
「
不
安
」
を
「
安
心
」
へ
と
転
換
し
、

取
引
力
の
強
化
と
人
材
確
保
を
両
立
さ
せ
る
体
制
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

今
後
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
今
後
は
、
認
定
加
盟
店
の
取
り
組
み
を
よ
り
広
く
社
会
に
紹
介

し
、「
安
心
し
て
選
べ
る
サ
ロ
ン
」
の
基
準
を
さ
ら
に
浸
透
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
技
術
的
な
面
で
は
、
加
盟
店
の
リ

ス
キ
リ
ン
グ
強
化
の
た
め
の
新
た
な
研
修
も
企
画
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
業
界
内
で
も
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
混
在
し
て
い
ま
す
が
、
当
組
合
は
「
第
三
者
の
目
」
に
よ
る

品
質
担
保
を
軸
に
、
加
盟
店
の
信
頼
性
向
上
を
支
援
し
ま
す
。
ま

組
合
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

優秀組合員表彰制度受賞者の盾と賞状

業界未経験の方でも安心して参入いただける体制を整えています。

（取材／総務企画課　島田）
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カテゴリ 事業名 内容 支援上限額 主な経費対象

人材確保
支援機関との連
携による人手不
足対応強化事業

人手不足を招いている組合・傘下の組合員企業
を対象に、専門家と中央会指導員が経営者との
対話と傾聴を通じて、現状と課題を整理し、募
集活動の支援を通じて、必要な人材の確保・定
着に繋げる。

【主な事業内容】
〇専門家派遣
　組合及び傘下の組合員企業等
※商工中金岡山支店と連携して推進します。

３回まで
無料

伴走型
専門家派遣

AI
デジタルツール

生成AI 等活用に
よるデジタル化
推進事業（新規）

生成AIやそれに関連するデジタルツール等（以
下生成AI等）の活用によるビジネスモデルの変
革や企業の新たな価値創出に向けて、組合及び
傘下の組合員企業へ中央会指導員と専門家を派
遣し、AI・デジタル化を推進します。

【主な事業内容】
〇専門家派遣
　組合及び傘下の組合員企業等
※商工中金岡山支店と連携して推進します。

３回まで
無料

伴走型
専門家派遣

ホームページ
動画作成

組合等DX
推進支援事業

組合等のWebサイトやネットワークの構築や
PRコンテンツ（動画等）、アプリ開発を支援す
ると共に、より高度なDX活用を研究・検討す
る為の専門家のアドバイスを受けながら支援を
行います。

【活用の事例】
〇組合のホームページを制作・リニューアル
〇組合PR動画等の作成・SNS対応
〇独自アプリ等を活用して相互連携を図る

20万円
３分の１
自己負担

対象経費：
謝金費等

災害対応
災害時復旧活動・
避難協力活動組
合活性化・普及
支援事業（新規）

県内の組合で、大規模災害発生時のライフライ
ン復旧や地域住民の避難場所・備品提供協力等、
約 25組合が行動計画を策定して地域の自治体
等と連携協定等を締結しています。
これら県内事業協同組合の活動について広く普
及 PR や、これから新たに取り組む組合を促進
し計画作りや行政・自治体等との連携をサポー
トします。

【主な事業内容】
〇事例紹介・普及セミナーの開催
〇取り組み事例の PR媒体の作成
〇自治体等との連携支援
※商工中金岡山支店と連携して推進します。

研修
視察

専門家派遣
特定問題
支援事業

組合・業界特有の問題について、専門家を招い
たセミナーや先進地の視察等多様な課題に対応
いたします。

【活用の事例】
〇�デジタル化やDX等新技術や新しい取り組みに
対応するセミナー実施

〇業界に係わる法律の研修会開催
〇�組合員の商品をPRする販路拡大イベントを
開催

〇 BCP（連携型）の策定計画
〇先進地への視察研修
〇�保証・契約問題等のあらゆる法律に係わる諸問
題《弁護士》

〇税務に関する問題《税理士》

15万円
３分の１
自己負担

対象経費：
謝金、講師
旅費、会場
費、テキス
ト費、車両
借上費等

商業・
サービス業向け

イベント
研修

組合等集客
促進事業
（新規）

商店街、共同店舗等、小売、商業組合の事業運
営上の諸問題解決のため、専門家を招聘した研
修会、集客PRイベント等の実施を支援いたし
ます。

【活用の事例】
〇集客イベントの開催
〇小売・商業に係わる法律の研修会開催

20万円
３分の１
自己負担

対象経費：
謝金、講師
旅費、会場
費、印刷費、
機器借上費
等

令和８年度の組合関係支援メニューを紹介します
（岡山県中央会・県委託事業）

岡山県中央会が今年度実施する組合が活用できる支援事業を取りまとめました。令和８年度の組合事業にお役に立てる
支援メニューや、組合員企業の皆さまにもご活用いただける事業もございます。是非、この機会にご検討ください。
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カテゴリ 事業名 内容 支援上限額 主な経費対象

ホームページ
チラシ

組合ブランディング

小規模事業者
組織化指導
事業
（予定：前年度同様
の見込み）

【取引力強化推進事業】小規模事業者組
合の経営基盤強化を目指した「共同事
業の活性化」、「受注促進」、「ブランド
構築」等、取引力の強化促進を図る取
り組みに対し、費用の一部を支援する。

【事業テーマの事例】
①共同事業活性化
共同購買や共同宣伝の活性化のため、
組合事業や組合員の企業・事業紹介
等を行う組合ホームページやチラシ
等の検討や作成等

②受注促進
共同受注促進のため、組合ブランド
商品のホームページやチラシ等の検
討や作成等

③ブランド構築
連携によるブランド構築を目指す事
業であって、共同宣伝、共同受注の
実現に向けた、ブランドコンセプト、
運用基準、ロゴ、統一パッケージ等
の検討・作成

④取引条件改善
団体協約の締結や取引条件の改善に
向けた交渉等、組合員の取引条件の
改善、構造改革を促進

10~50万円
３分の１
自己負担

対象組合
組合員の２分の1
以上が小規模事業
者（常時使用する
従業員が20人以
下（商業又はサー
ビス業を主たる事
業とする事業者に
ついては、5人以
下）の会社及び個
人事業主）である
組合、組合連合会、
企業組合等

対象経費 : 謝金、
旅費、消耗品費、
会議費、印刷費、
会場借上料、雑役
務費、通信運搬費、
委託費

専門家派遣
講習会開催

（法令・制度）

諸制度改正に
伴う専門家
派遣事業
（予定：前年度同様
の見込み）

組合及び組合員向けに制度改正（法令
改正（条例の改正を含む）等を伴うも
のに限る）に関連したテーマに対応し
た講習会や専門家の派遣を支援します。

１回まで
無料

対象経費：謝金、
旅費、借料、通信
運搬費、印刷費
（資料購入費）

専門家派遣
講習会開催

（組合・組合員
企業の諸問題）

事業環境変化
対応型支援
事業

組合及び組合員企業の抱える諸課題へ
の対応について、無料で専門家を派遣
いたします。また、組合単位での講習
会に対して開催費用を支援いたします。
【事業実施テーマの事例】
①�生産性向上・業務効率化に関する内
容（組合・企業での省エネ設備導入、
生成AIを活用した業務効率化等）

②�経営改善・売上アップに関する内容
（SNSを活用した販路開拓、既存顧
客との取引の適正化等）

③�人材確保・スキルアップに関する内
容（会社に必要なスキルを持った人
材育成、会社の採用戦略強化等）

④�リスクマネジメントに関する内容（災
害に対応するためのBCP策定、サイ
バーセキュリティへの対策等）

⑤�労働環境の改善に関する内容（就業
規則等の見直し、最低賃金引上げへ
の対応等）

２回まで
無料

対象経費：謝金、
講師旅費、会場費、
印刷費、機器借上
費等

【お問い合わせ】　岡山県中小企業団体中央会　組織支援課まで
086-224-2245

ここにご紹介した事業以外に、全国中央会の中小企業組合等課題対応支援事業も募集しております。
詳しくは、組織支援課までお問い合わせください。
https://www.chuokai.or.jp/contents/josei/kadai/2026/R8-kadai.pdf
（全国中央会課題対応支援事業のパンフレットはこちらよりダウンロードいただけます。）

全国中央会支援メニュー
全国中央会の組合向け支援メニューとなります。

本誌執筆時点で公募がはじまっていないものも予定として掲載しております。
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の
い
ず
れ
も
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・�

役
職
員
は
、
監
理
支
援
の
実
務
に
従
事

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
監
理

支
援
機
関
の
監
理
支
援
以
外
の
業
務
と

兼
務
し
て
従
事
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
監
理
支
援
の
実
務
に

従
事
し
つ
つ
、
総
務
や
経
理
に
係
る
事

務
に
従
事
し
て
い
る
者
も
「
実
務
に
従

事
す
る
者
」
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
専
ら
総
務
や
経

理
に
係
る
事
務
に
従
事
し
て
い
る
者

は
、「
監
理
支
援
の
実
務
に
従
事
す
る
」

者
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

③�

監
理
支
援
機
関
に
外
部
監
査
人
の
設
置

が
必
須

④�

監
理
支
援
機
関
に
債
務
超
過
が
な
い
こ

と
が
必
須

⑤�

育
成
就
労
外
国
人
か
ら
の
母
国
語
相
談

等
に
対
応
で
き
る
体
制
を
有
し
て
い
る

こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
記
載
し
て
い
る
内

容
は
あ
く
ま
で
概
要
で
す
の
で
、
詳
細

は
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
育
成
就
労
制
度

の
運
用
要
領
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

中
央
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

育
成
就
労
制
度
に
お
け
る
監
理
支
援

機
関
の
許
可
基
準
に
つ
い
て

　
令
和
９
年
４
月
の
法
施
行
に
間
に
あ
う

よ
う
、
令
和
8
年
4
月
15
日
か
ら
監
理
支

援
機
関
の
許
可
申
請
の
受
付
が
外
国
人
技

能
実
習
機
構
で
始
ま
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、

監
理
支
援
機
関
の
業
務
実
施
な
ど
の
許
可

基
準
の
う
ち
、
特
に
注
意
す
べ
き
5
つ
の

要
件
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
育
成
就
労
実
施
者
の
数

監
理
型
育
成
就
労
実
施
者
は
、
原
則
と

し
て
２
者
以
上
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
新
規
許
可
の
申
請
時
に
お
い

て
は
、
許
可
後
速
や
か
か
つ
確
実
に
育

成
就
労
実
施
者
が
２
者
以
上
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②�

監
理
支
援
事
業
の
業
務
に
従
事
す
る
常

勤
の
役
職
員
の
数

育
成
就
労
実
施
者
の
数
及
び
育
成
就
労

外
国
人
の
数
に
対
し
、
監
理
支
援
の
実

務
に
従
事
す
る
常
勤
の
役
職
員
に
つ
い

て
、
一
定
以
上
の
人
数
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
具
体
的

に
は
、

１
．
２
人
以
上
い
る
こ
と

２
．�

監
理
支
援
を
行
う
育
成
就
労
実
施

者
の
数
を
８
で
割
っ
た
数
を
超
え

て
い
る
こ
と

３
．�
監
理
支
援
の
対
象
と
な
る
育
成
就

労
外
国
人
の
数
を
40
で
割
っ
た
数

を
超
え
て
い
る
こ
と

組
合
役
職
員
講
習
会
を
開
催

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
去
る
３
月
11
日

（
水
）、
サ
ン
ピ
ー
チ
O
K
A
Y
A
M
A
に

お
い
て
、「
令
和
７
年
度
組
合
役
職
員
講
習

会
」
を
開
催
し
、
約
１
５
０
名
（
内
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
約
１
２
０
名
）
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
二
部
構
成
で
実
施
し
、
第
一
部

で
は
、
当
会
職
員
よ
り
「
組
合
の
決
算
期

に
お
け
る
事
務
手
続
き
」
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
ほ
か
、
岡
山
労
災
福
祉
事
業
㈿

様
よ
り
「
岡
山
労
災
福
祉
事
業
協
同
組
合

の
ご
案
内
」、岡
山
県
信
用
保
証
協
会
様
よ

り「
経
営
支
援
の
ご
案
内
」、大
樹
生
命
保

険
株
式
会
社
様
よ
り
「
共
済
制
度
の
ご
案

内
」に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
全
国
中
小
企
業
団
体
中

央
会 

事
務
局
次
長 

佐
久
間 

一
浩
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、
外
国
人
技
能
実
習
生
受

入
組
合
を
対
象
に
「
育
成
就
労
制
度
に
お

け
る
監
理
支
援
機
関
の
許
可
申
請
に
向
け

た
準
備
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
技
能
実
習
制
度
か
ら
の
主
な
改
正

点
や
定
款
へ
の
事
業
追
加
、
事
業
計
画

書
・
収
支
予
算
書
へ
の
反
映
等
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
個
別
相
談
会
も
実
施

し
、
参
加
者
は
当
会
指
導
員
に
対
し
、
各

種
制
度
に
関
す
る
質
問
や
組
合
運
営
に
関

す
る
相
談
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
決
算
期
に
お
け
る
事
務
手
続
き
は
、
年

に
一
度
の
対
応
と
な
る
た
め
、
書
類
作
成

時
に
疑
問
が
生
じ
る
場
合
も
多
い
か
と
存

じ
ま
す
。
手
続
き
に
関
し
て
ご
不
明
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
当
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
組
合
決
算
期
の
事
務
手
続
き
フ
ロ
ー

　
当
会
Ｈ
Ｐ
に
、
決
算
期
の
事
務
手
続
き

フ
ロ
ー
図
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
各
種

様
式
デ
ー
タ
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）
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岡
山
県
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合
協
議
会

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
視
察
事
業
を
実
施

　
岡
山
県
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合

協
議
会
（
事
務
局
岡
山
県
中
央
会
）
で
は
、

去
る
２
月
24
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、現
地

視
察
の
た
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
し
ま

し
た
。本
視
察
は
東
洋
ワ
ー
ク
株
式
会
社
の

企
画
提
案
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、現
地

の
送
出
機
関
や
政
府
機
関
へ
の
訪
問
、現
地

人
材
と
の
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
東
洋
ワ
ー
ク
の
関
連
会
社
で
あ

る
現
地
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
訪

問
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社
会
・
経
済
情

勢
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ま
し

た
。
続
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
労
働
省
へ
の
訪

問
で
は
、
同
国
の
人
材
送
り
出
し
状
況
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。
特

に
、
日
本
の
各
自
治
体
と
の
協
定
締
結
を

通
じ
た
連
携
強
化
や
、

若
年
層
の
雇
用
創
出
に

向
け
た
政
府
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
直
接
伺

い
、
同
国
の
日
本
に
対

す
る
高
い
期
待
を
再
確

認
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
優
良
な
送
出

機
関
約
２
０
０
社
が
加

盟
す
る
「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
送
出
機
関
協
会
」
を

訪
問
。
同
協
会
の
運
営

方
針
や
強
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た

後
、
会
員
で
あ
る
送
出
機
関
３
社
を
視
察

し
ま
し
た
。
各
機
関
で
は
、
教
育
体
制
の

特
色
や
指
導
上
の
留
意
点
な
ど
、
現
場
の

実
情
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
教
育
訓
練
中
の
候
補
生
と
の

交
流
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
現
地
を
訪
れ
る
こ
と

で
得
ら
れ
た
知
見
が
多
く
、非
常
に
有
意
義

だ
っ
た
」、「
訪
問
し
た
送
出
機
関
と
の
連
携

を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
」と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
協
議
会
で
は
、

今
後
も
育
成
就
労
制
度
へ
の
移
行
を
見
据

え
、
質
の
高
い
外
国
人
材
の
確
保
に
向
け

た
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
文
責　
組
織
支
援
課　
長
木
）

　
育
成
就
労
制
度
の
監
理
支
援
機
関
の
許

可
申
請
に
際
し
て
は
、
定
款
に
事
業
記
載

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
度
、
現

行
の
技
能
実
習
制
度
か
ら
育
成
就
労
制
度

へ
移
行
す
る
際
に
必
要
と
な
る
定
款
変
更

の
記
載
例
が
、
全
国
中
央
会
よ
り
公
表
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

今
後
育
成
就
労
外
国
人
受
入
事
業
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
組
合
の
皆
様
は
内
容
を

ご
確
認
し
て
、
総
会
で
の
定
款
変
更
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド

の
当
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
が
、
注
意
点

に
つ
い
て
何
点
か
記
載
い

た
し
ま
す
。

●
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
２
年
度
分
必
要

　
事
業
を
追
加
す
る
定
款
変
更
を
行
う
際

に
は
、
認
可
申
請
書
に
加
え
て
事
業
計

画
・
収
支
予
算
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
育
成
就
労
制
度
を
事
業
に
追
加
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
実
施
予
定
の
事
業
実
態

を
適
切
に
把
握
す
る
た
め
、
直
近
２
年
度

分
に
つ
い
て
提
出
を
求
め
て
お
り
ま
す
の

で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
参
考
様
式
の
通
り
で
あ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
可
能
な
限
り

事
業
の
収
入
及
び
費
用
の
内
訳
や
事
業
の

実
施
体
制
等
に
つ
い
て
は
詳
細
に
記
載
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

●�

技
能
実
習
制
度
に
つ
い
て
の
記
載
は
、

経
過
措
置
の
終
了
後
に
削
除

　
育
成
就
労
制
度
施
行
後
も
、
技
能
実
習

制
度
の
経
過
措
置
に
よ
り
、
技
能
実
習
生

は
引
き
続
き
在
籍
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

技
能
実
習
制
度
に
お
け
る
監
理
団
体
と
、

育
成
就
労
制
度
に
お
け
る
監
理
支
援
機
関

が
併
存
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
技
能
実
習
に
関
す
る
記
載

は
削
除
せ
ず
に
残
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
、
令
和
12
年
３
月
ま
で
の
経
過
措
置
が

終
了
し
、
組
合
傘
下
技
能
実
習
生
が
０
名

と
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
定
款
か
ら
の
削

除
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
以
上
、
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
岡
山
県
中
央

会
組
織
支
援
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

育
成
就
労
制
度
を
組
合
事
業
に
追
加

す
る
際
の
定
款
変
更
に
つ
い
て

定款変更や許可申請の流れ
総会で定款変更等を議決

⬇
組合所管行政庁に定款変更

認可申請
⬇

認可後法務局登記
⬇

監理支援機関の許可申請
（4/15から外国人技能実習機

構で受付開始）
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法人税等の確定申告
（国、県、市町村）5月31日

組合決算期の事務手続きについて
　組合では、年度末を迎えると、帳簿の締めや決算諸表の作成準備及び年度更新事務に加え、定款や法で
定められた各種事務手続き（監査、理事会、総会など）を行わなければなりません。
　年度末を迎えた組合におかれましては、決算期の事務手続き手順をご確認ください。

組合決算期の事務手続き手順例

決算日：3月31日 理事会：5月9日 通常総会：5月25日と仮定した場合

年度末（決算日）

監事に決算関係
書類を提出

↓
監査

22
週
間
以
上

週
間
以
上

中中
77
日
以
上

日
以
上

（
短
縮
可
）

（
短
縮
可
）

中中
1010
日
以
日
以
上上

（
短
縮
可
）

（
短
縮
可
）

3月31日

22
週
間
以
内

週
間
以
内

4月3日

出資総口数及び
払込済出資総額の
変更の登記

4月28日

監査報告の
内容通知4月30日

理事会の招集5月1日

理事会の開催5月9日
決算関係書類及び
事業報告書を備え置く5月10日

総会招集通知の発送5月14日

通常総会の開催5月25日

決算関係書類の提出
（所管行政庁）6月8日

理事会の1週間前までに、各
理事に招集通知。

※�理事全員の同意があれば招
集手続きの省略可

※�招集期間の短縮可（1週間
を下回る期間を定款で定め
た場合は、その期間）

組合は、通常総会の2週間前
までに決算関係書類及び事業
報告書を主たる事務所及び従
たる事務所に備え置かなけれ
ばならない

通常総会の10日前までに組合員に到
達するよう招集通知。

※�総会招集通知には、議案の他、理
事会の承認を受けた決算関係書類、
事業報告書及び監査報告を添付し、
組合員に提供しなければならない

※�組合員全員の同意があれば招集手
続の省略可（商店街振興組合は該当
しない）

※�招集期間の短縮可（10日を下回る期
間を定款で定めた場合は、その期
間）（商店街振興組合は該当しない）

監事は理事に対して決算関係書類・
事業報告書の全部を受領した日から
4週間経過した日、もしくは理事と
の合意により定めた日のいずれか遅
い日までに監査報告の内容を通知

※�監査期限は、監事と理事の合意が
あっても4週間を下回る期間を予め
定めることはできませんが、4週間
を下回る日までに監事が理事に監
査報告を通知すれば、その時点で
監査を受けたこととなります。

22
ヵヵ
月
以
内

月
以
内

44
週
間
以
内

週
間
以
内

原
則
原
則
44
週
間（
短
縮
可
）

週
間（
短
縮
可
）
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３
月
23
日
を
締
切
り
と
し
て
い
た
次
の
２
つ
の
補
助

金
に
つ
い
て
、
ま
だ
予
算
枠
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
募

集
期
間
を
延
長
し
て
い
る
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な

お
、
予
算
の
額
に
達
し
た
と
き
を
も
っ
て
、
い
ず
れ
の

補
助
金
も
交
付
申
請
の
受
付
を
停
止
し
ま
す
の
で
お
早

め
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■�

県
産
品
販
路
拡
大
支
援
事
業
補
助
金

�

（
令
和
７
年
度
補
正
）

�
令
和
８
年
２
月
６
日
〜
募
集
中

事
業
内
容

（
１
）�

商
品
開
発
・
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
：
補

助
率
１
/
２
（
上
限
1
︐
0
0
0
千
円
、
下
限
２

５
０
千
円
）

（
２
）�

国
内
展
示
会
出
展
事
業（
県
内
を
除

く
）：
補
助
率
１
/
２
（
上
限
２
５

０
千
円
、
下
限
１
０
０
千
円
）

（
３
）�

海
外
展
示
会
出
展
事
業
：
補
助
率

１
/
２（
上
限
３
０
０
千
円
、下
限
１
０
０
千
円
）

■�

岡
山
県
女
性
活
躍
推
進
等
就
業
環
境
整
備
支
援
事
業

（
第
２
期
）

�

令
和
８
年
３
月
９
日
〜
４
月
24
日
17
時
00
分
締
切

1
対
象
者

岡
山
県
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
中
小
企
業
者

2
対
象
経
費

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
資
す
る
次

の
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
・
女
性
専
用
施
設（
ト

イ
レ
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
）
の
新
設
、
増
設
、
改

修
及
び
、そ
れ
に
伴
う
備
品
の
購
入
・
休
憩
室
の
新
設

及
び
そ
れ
に
伴
う
備
品
の
購
入
等

3
補
助
率

対
象
経
費
の
２
/
３
以
内

�

（
上
限
２
０
０
万
円
、
下
限
60
万
円
）

お
問
い
合
わ
せ

岡
山
県
中
央
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課

�

（
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5
）

補
助
金
募
集
期
間
延
長
情
報

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
の
委
託
を
受
け
、
県

内
18
大
学
・
短
大
等
で
構
成
さ
れ
る
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
岡
山
と
連
携
し
て
、去
る
３
月
３
日（
火
）に「
岡

山
県
合
同
企
業
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
に
は
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
推
薦
を
受
け

た
県
内
企
業
１
６
０
社
が
大
集
結
。

　
対
面
式
の
説
明
会
で
は
、
県
内
外
の
大
学
・
短
大
、

専
門
学
校
の
学
生
３
４
２
名
が
参
加
。
就
職
活
動
の
早

期
化
が
進
む
中
で
、
す
で
に
内
々
定
の
出
て
い
る
学
生

も
含
め
多
く
の
学
生
が
企
業
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
、
採
用

担
当
者
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
内
に
は
各
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
、
岡
山
県
の
就
職
相
談
・

説
明
コ
ー
ナ
ー
が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
６

日（
金
）に
は
、
対
面
式
と
同
じ
出
展
企
業
１
６
０
社
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
説
明
会
も
開
催
さ
れ
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
各
ブ
ー
ス
訪
問
者
は
延
べ
３
２
１
名
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

　
参
加
企
業
か
ら
は
、「
人
手
不
足
感
は
あ
る
が
、自
社

の
魅
力
や
福
利
面
等
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
」、

「
訪
問
者
数
は
少
な
か
っ
た
が
、解
禁
時
期
に
参
加
で
き

良
か
っ
た
」
な
ど
コ
メ
ン
ト
。

　
一
方
、
参
加
学
生
か
ら
は
「
知
ら
な
い
企
業
や
業
界

情
報
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」「
多
く
の
企
業
が
参
加
し
て

お
り
就
活
の
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
若
者
の
人
材
確
保
と
定
着
に

向
け
た
支
援
活
動
を
引
き
続
き
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
企
業
人
材
支
援
課
）

岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会

開
催
さ
れ
る

協会けんぽ岡山支部の保険料率が変わります
保険料率 健康保険 介護保険 子ども・

子育て支援金

２月（３月納付）
分まで 10.17％ 1.59％ ―

３月（４月納付）
分から 10.05％ 1.62％ ―

４月（５月納付）
分から 10.05％ 1.62％ 0.23％

　協会けんぽは、中小企業等で働く従業員とその
家族が加入する健康保険です。
　令和８年３月分（４月納付分）からの健康保険料
率は、10.17％が10.05％に、介護保険料率は、
1.59％が1.62％に変更となります。
　また、令和８年４月分（５月納付分）から新たに
子ども・子育て支援金率0.23％が追加されます。
※�任意継続被保険者は令和８年４月分保険料から変更となります。
　�協会けんぽの保険料率については、毎事業年度において、都道
府県ごとに地域の医療費等を反映し算定しています。

協会けんぽ岡山支部
問い合わせ先

086-803-5780☎ （音声案内④） 協会けんぽ岡山 検索
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赤
帽
岡
山
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合
は
、1
9
7
9

年
に
設
立
さ
れ
た
個
人
事
業
主
に
よ
る
運
送
組
織
で

す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
機
動
力
を
活
か
し
た
緊
急
配
送
や

単
身
引
越
し
、
定
期
便
な
ど
を
24
時
間
体
制
で
提
供
し

て
お
り
、
オ
ー
ナ
ー
自
ら
が
配
送
を
行
う
責
任
感
の
強

さ
が
特
徴
で
す
。
地
域
に
密
着
し
た
物
流
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
、
企
業
の
ス
ポ
ッ
ト
輸
送
か
ら
個
人
の
引
越
し
ま

で
県
内
全
域
の
物
流
を
幅
広
く
支
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
同
組
合
で
は
岡
山
県
中
央
会
の
実
施
す
る

組
合
等
D
X
推
進
支
援
事
業
を
活
用
し
、
組
合
を
P
R

す
る
た
め
の
動
画
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
赤
帽
が
ど
の

よ
う
な
事
業
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
、ま
た
、

大
切
に
し
て
い
る
考
え
方
等
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
す

る
も
の
の
ほ
か
、
組
合
自
体
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で

人
材
確
保
・
採
用
促
進
に
つ
な
が
る
内
容
を
中
心
に
構

成
し
て
い
ま
す
。
短
時
間
で
視
聴
者
に
訴
求
で
き
る

シ
ョ
ー
ト
動
画
形
式
と
し
、
S
N
S
等
で
の
拡
散
も
意

識
し
た
企
画
と
す
る

こ
と
で
、
組
合
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
お
よ
び

新
規
問
い
合
わ
せ
の

増
加
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
組
合
で
は
引
き
続

き
P
R
動
画
に
よ
る
発
信
を
継
続
・
強

化
し
て
い
く
意
向
で
す
。
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
の
組
合
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
よ

り
組
合
の
P
R
動
画
を
是
非
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

�

（
組
織
支
援
課　
長
木
）

赤
帽
岡
山
県
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

組
合
等
D
X
推
進

�
支
援
事
業
実
施
報
告

　
㈿
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー
で

は
、去
る
３
月
18
日（
水
）、

問
屋
町
に
お
い
て
「
も
も

ち
ゃ
り
」ポ
ー
ト
開
設
歓
迎

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
岡
山
市
の
シ
ェ
ア

サ
イ
ク
ル
「
も
も
ち
ゃ
り
」

の
貸
出
・
返
却
場
所（
ポ
ー

ト
）
が
、
35
か
所
か
ら
71
か

所
へ
拡
充
さ
れ
、
岡
山
市
北
区
問
屋
町
エ
リ
ア
（
問
屋

町
タ
イ
ル
ビ
ル
、問
屋
町
立
体
駐
車
場
、天
満
屋
ハ
ピ
ー

ズ
卸
セ
ン
タ
ー
店
）
に
お
い
て
も
３
か
所
の
ポ
ー
ト
が

新
た
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
岡
山
市
の
林
恭
生
副
市
長
を
は
じ
め
関
係

者
出
席
の
も
と
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
執
り
行
わ
れ
た
ほ

か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
岡
山
市
主
催
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、㈿
岡
山
卸
セ
ン
タ
ー
西
康
宏
理
事
長
か
ら
は
、

「
も
も
ち
ゃ
り
ポ
ー
ト
の
設
置
を
契
機
に
、問
屋
町
エ
リ

ア
へ
の
来
訪
者
の
利
便
性
向
上
と
回
遊
性
の
促
進
を
図

り
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
式
典
の
企
画
・
運
営
は
、
組
合
青
年
部
で
構

成
さ
れ
る
組
合
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

協
同
組
合
岡
山
県
卸
セ
ン
タ
ー

「
も
も
ち
ゃ
り
」
ポ
ー
ト

�

開
設
歓
迎
式
典
を
開
催

　
岡
山
県
電
気
工
事
工
業
組

合
青
年
部
会
・
女
性
部
会
は
、

３
月
20
日（
金
）、
岡
山
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
た
「
レ
イ
ン

ボ
ー
未
来
パ
ー
ク
」
に
出
展

し
、
子
ど
も
向
け
の
電
気
工

事
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど

も
が
主
役
の
家
族
向
け
イ
ベ

ン
ト
で
、
１
０
０
を
超
え
る

事
業
者
が
参
加
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
マ
ル
シ
ェ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
ブ
ー
ス
で
は
、
電
球
を
点
灯
さ
せ
る
簡
単

な
電
気
工
事
体
験
を
実
施
し
、
参
加
者
へ
「
未
来
の
電

気
工
事
士
免
状
」
を
交
付
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

工
具
に
触
れ
な
が
ら
、
電
気
の
仕
組
を
学
び
、
真
剣
な

表
情
で
作
業
に
取
り
組
み
、
電
気
工
事
の
仕
事
へ
の
関

心
を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
花
尾
青
年
部
会
会
長
は
「
子
ど
も
た
ち
に
電
気
工
事

の
大
切
さ
を
伝
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
今
後
も
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
通
じ
、
業
界
の
魅
力
発
信
と
人

材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
ま
た
、
戸
川
女
性
部
会
会
長
か
ら
は
「
組
合
、
青
年
部

会
、
女
性
部
会
が
三
位
一
体
と
な
り
、
電
気
工
事
の
魅
力

を
伝
え
て
い
き
た
い
。
今
回
の
よ
う
な
体
験
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
選
択
肢
が
広
が
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

岡
山
県
電
気
工
事
工
業
組
合

�

青
年
部
会
・
女
性
部
会

子
ど
も
向
け

�

電
気
工
事
体
験
を
実
施

組合クローズアップ
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の
解
決
と
安
定
的
な
組
合
活
動
の
推
進
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
理
事
長
の
遺
品
整
理
へ
の
熱
い
想
い
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
礎
と
し
た
事
業
拡
大
、
顧

客
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
対
応
す
る
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
か
ら
顧

客
満
足
度
が
向
上
し
、
口
コ
ミ
や
紹
介
で
の

受
注
や
問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
社
会
的
な
課
題
の
解
決
と
い
っ
た
公

的
セ
ク
タ
ー
を
補
完
す
る
事
業
を
実
施
し

■
背
景
・
目
的

　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
と
い
っ
た
人

口
構
造
の
変
化
に
起
因
し
た
高
齢
者
等
の

単
身
世
帯
数
が
増
加
す
る
な
か
、
孤
独
死
に

よ
る
遺
族
の
遺
品
整
理
に
係
る
負
担
軽

減
・
生
前
整
理
な
ど
、多
様
化
す
る「
終
活
」

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
さ
ら
に
は
業
者
間
や
地

域
間
の
料
金
格
差
の
均
一
化
と
作
業
品
質

の
確
保
に
努
め
る
た
め
、
清
掃
業
及
び
リ
サ

イ
ク
ル
業
等
の
事
業
者
９
社
で
設
立
。
行
政

機
関
と
同
組
合
と
の
連
携
協
定
を
締
結
す

る
な
ど
、
社
会
的
な
認
知
向
上
に
よ
る
受
注

拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

　
理
事
長
で
あ
る
齋
藤
靖
守
氏
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
理
事
長
自
ら
遺
品
整
理
限

定
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
を
取
得
。

組
合
が
窓
口
と
な
り
依
頼
を
受
け
た
遺
品

整
理
の
業
務
を
各
地
域
の
組
合
員
に
配
分

す
る
仕
組
み
で
、
県
内
ほ
ぼ
全
域
で
対
応
可

能
な
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
設
立

翌
年
に
は
、
中
津
軽
郡
西
目
屋
村
及
び
む
つ

市
と
遺
品
整
理
に
対
応
す
る
た
め
の
連
携

と
協
力
に
つ
い
て
の
協
定
を
締
結
。
か
か
る

行
政
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
高
齢
者
等
の

単
身
世
帯
や
身
寄
り
の
な
い
孤
独
死
な
ど

の
遺
品
整
理
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
、
貸
家
や

貸
間
と
し
て
使
用
で
き
な
い
期
間
が
短
縮

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
遺
族
や
貸
主
側
に
も
着

実
に
組
合
事
業
の
取
組
み
が
浸
透
し
始
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
当
組
合
で
は
、
各
組
合
員
が
一
般
廃

棄
物
処
・
産
業
廃
棄
物
処
理
・
古
物
商
等

の
多
種
多
様
な
許
可
を
得
て
い
る
た
め
顧

客
の
要
望
に
沿
い
つ
つ
法
令
に
則
っ
た
適

格
な
対
応
が
可
能
な
こ
と
と
、
最
も
重
視
し

て
い
る
依
頼
主
に
寄
り
添
っ
た
適
時
適
切

な
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
、
組
合
事
業
の
質
の
向
上

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
共
同
受
注
の
問
い
合
わ
せ
の
大
半
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
た
め
高
い
更
新
頻
度

で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
が
、
更
な
る
集

客
に
向
け
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
誘
導
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
実
施
。

社
会
性
の
高
い
取
組
み
の
た
め
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
等
で
の
報
道
に
よ
り
事
業
周
知
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
は
社
会
的
課
題

て
い
る
こ
と
で
、
行
政
等
か
ら
の
高
い

信
頼
を
獲
得
し
て
お
り
、
事
業
拡
大
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

顧
客
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
対
応

し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
る
遺
品

整
理
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
行
政
等
と
の

関
係
組
織
・
団
体
と
の
連
携
、
事
業
対

応
エ
リ
ア
拡
大
に
資
す
る
組
合
員
の

増
加

あおもり遺品整理協同組合（青森県）
住　　所：	�〒 036-8243

青森県弘前市大字小沢字広野
108 番地

設　　立：	平成29年12月
主な業種：	遺品整理
組合員数：	10人
出 資 金：	500千円

テ
ー
マ

特
徴
あ
る
組
合
事
例

業
種
を
超
え
た
連
携
に
よ
る

�

安
心
安
全
な
遺
品
整
理
事
業
の
展
開

�

あ
お
も
り
遺
品
整
理
協
同
組
合
（
青
森
県
）

全国先進組合事例

HPにはブログ形式のコラムも掲載

利用者にわかりやすいHP

Point

組合クローズアップ

中
央
会
お
か
や
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 −12.1 −4.8 25.9 −6.9 −29.3 −10.3 −3.4 −1.7 −20.7
（－5.2） （－9.5） （36.2） （－5.2）（－24.1）（－10.3）（－6.9） （1.7） （－19.0）

製 造 業 −6.9 −6.9 34.5 0.0 −27.6 −10.3 −3.4 0.0 −24.1
（0.0） （－10.3） （37.9） （0.0） （－27.6）（－10.3）（－6.9） （0.0） （－27.6）

非製造業 −17.2 0.0 17.2 −13.8 −31.0 −10.3 −3.4 −17.2
（－10.3）（－7.7） （34.5） （－10.3）（－20.7）（－10.3） （3.4） （－10.3）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

2月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 2         42       14　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況

中
央
会
お
か
や
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2026年2月分のコメント

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
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DI値
20.0
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-80.0
R.5.12 2 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12R.6.1 R.7.1 R.8.13 4 5 6 7 8 9 10 11 122 2 23 4 5 6 7 8 9 10 11 12R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 12 R.8.1 2

食料品 �
●�年末の在庫不足を改善するも量販店からの受注で前半は納品に追われた。2月に出展したスーパーマーケットトレード
ショーでは新規顧客獲得、既存得意先との情報交換、受注などあり充実した3日間だった。後半は輸出の主力先からの
発注で工場操業度は上昇。� 《米菓》
●�2月度においては前年と比べ各状況も平調に推移した。ただ、世界情勢は依然不穏な動向が続いており円安、ドル高に
より原材料は高水準なままだ。� 《醤油》
●�原料米の高騰が一昨年から続いている。非常に厳しい状況の中、商品価格の見直し、数量調整等行い、10月以降値上
げを行っている業者も見られる。しかしながら、引き続き厳しい状況が続くと思われる。� 《酒造》

繊維工業 �
●�企業間で温度差はあるものの輸出向けを中心に引き続き好調を維持しているが、設備人材がタイトで増産が難しい。
今後世界情勢の変化もあり、綿花・石油等の高騰が予想され、今後に身構える企業が多い� 《織物業・井原》

木材・木製品 �
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
印刷 �
●�紙類の値上げ予告あり、値上げ前に仕入れをしようとしたが、在庫不足とのこと。� 《出版・印刷》
化学・ゴム �
●�売上は、計画対比プラスと堅調に推移。「取適法」への対応で2026年2月以降の資金繰りに影響あり。中東紛争の動
向が不透明。原油高になった場合、原材料価格に大きな影響あり。� 《ゴム》

窯業・土石製品 �
●�出荷量について、2月の岡山県全体の出荷量は57千㎥で、対前年比94.4％であった。岡山県全体の6割を占める県南支
部の出荷量は、昨年5月から対前年比100％超えを継続していたが、先月に引き続き100％を下回り（87％）、全体を
押し下げることとなった。県南支部以外については、真庭支部を除き100％を上回った。トラックの運転手不足の現状
をふまえ、国土交通省はトラックの運転手が目的地への途中で荷物を別の運転手にバトンタッチする中継輸送の拠点
整備を支援することとなった。整備計画が認められれば、固定資産税や都市計画税が軽減される。岡山は九州と関西、
山陰と四国を結ぶ交通の結節点であり、現状でも早島ICや総社IC周辺での倉庫や中継所などの整備が進んでいるが、
今後しばらくの間はこの状況が続くものと期待している。� 《生コン》

鉄鋼・金属 �
●�生産量は、前年より2％ほど微増しているものの、ほぼ横ばいの状態と言える。稼働率は87パーセントで、残業無し
が続いている。� 《鋳物》

一般機器 �
●�売り上げが上昇している組合員もいるが、多くは売り上げ、設備操業度とも減少している。アメリカのイラン攻撃が
もたらす原油価格の高騰、さらなる景気減速を懸念している。� 《鉄工・岡山》
●�前月に引続き低調。3月決算の組合員が多いが、軒並み前年比でマイナス、大幅な赤字計上もある。《工作機械・総社》
●�相見積は増加しているが、受注についてはつながりにくい。� 《工作機械・井笠》
その他 �
●依然として受注の動きは鈍い。米も油も高いのに住居費に使ってはくれないのはわかるが大変厳しい。� 《畳》

製造業

景況

中
央
会
お
か
や
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卸売業 �

●�前年比減収が続いている。� 《青果》
●�依然として、魚の価格上昇や漁獲量減少による売上の減少は続いている。取引策の中にも事業を止めるところも出て
おり、厳しい現況が続く。� 《水産物》

小売業 �

●��大型バイクは前年より3、4割売上が上がっている。NEWモデル効果と思われる。� 《自動二輪》
●�既存店15店中13店が前年売上をクリアした。売上客数とも3％強の伸びであった。全体的に好調であったが、中でも
文具店が前月に続き人気商材の影響あって売上客数ともに前年比160％超でダントツのトップ、アミューズメントも
20％の伸びで好調を維持、ファストフード、中華そばも好調を維持し10％強の伸びを示した。� 《共同店舗》

商店街 �

●�先月同様、諸物価の値上げの影響で売上高上昇に繋がらず厳しい状況が続いている。特に一般物販においては閑散期
に加え販売価格に転嫁しづらく苦戦が続いている。� 《商店街・岡山》
●�天候に左右される商店街にとって、寒い時期は特に人通りがまばら。� 《商店街・津山》
●�2月前半は外国人観光客が多く、良かったが年金支給後は期待するほど売上が上がらなかった。� 《商店街・倉敷》
サービス業 �

●�前年と比較した場合、員数の減少が著明のため、件数及び金額の減少がみられる。原因として高齢及び健康保険の取
り扱いを止めたためであり、本組合の高齢化と保険適応に対し、国の「適正化」と称した付帯事項の手間が保険給付
の金額に見合わず、辞めてしまう事実が急速に進んでいる。組合員の増加を検討し、その対策を協議し始めたところ
である。未だ経営実態は厳しく、先が見通せない状況であるが、改善に努めている。� 《医療・柔道整復師》
●�建設業組合員のインドネシアでの採用に向けた新規受け入れで、新たに特定技能で2名の面接を1月実施、採用とな
り、4月入国で進める。今後も建設業職種については、インドネシアで進める予定。機械加工組合員の技能実習生・特
定技能のインド人受け入れは現在9名、追加で2名の面接を1月に実施し採用決定、5月末に入国予定となる。介護サー
ビス組合員については、 採用内定済みであったミャンマー人実習生の入国が出来る見込みとなり、現在最終手続き中。
1期生3名のベトナム人実習生は、継続雇用で調整中。� 《異業種》
●�鉄、非鉄スクラップについては、中東の影響で価格が上昇中。古紙については、需要が少なく、減産継続。古紙は値
下がり。� 《リサイクル》

建設業 �

●�価格は上昇を認めていただける現状にはなってきたが、労働単価は現状難しい状況。� 《看板工事》
●�人手不足が加速。外国人技能実習生を受け入れて育てていくしかない。　� 《防水工事》
運輸業 �

●�観光バスの集客人員は前年同月比69％の大幅な減少となった。冬の観光閑散期に入りインバウンド需要が低迷してい
る。高速バスは前年同月比103％の微増となった。前月に続き移動需要に支えられて前年比増加で推移している。《バス》
●�運賃・料金の値上げ幅の増加はある。原油の事情で大幅な上昇が懸念される。� 《タクシー》
●�衆議院選挙で高市政権が大勝した。首相就任当初から打ち出されていた労働時間規制の緩和が実現すれば、業界の課
題の一つである労働力不足も解消できるかと期待する。� 《トラック》
●�年末繁忙の駆け込み需要が一部みられたものの、全般の荷動き鈍化もあり、大きな混乱はなく、新年も緩やかなスター
トとなった。継続的な物価上昇によるコスト負担、賃金増加、法令改正への対応など、2026年も不安定な経済情勢の
中、厳しい対応に迫られる状況が想定される。� 《倉庫業》

その他 �

●�2月についても引き続き資金繰りを中心に事業者支援を行った。本業支援については個別案件の支援を行っている。引
き続き資金繰り支援を中心に推進を図る。� 《信用組合》

非製造業
2026年2月分のコメント

景況

景況
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春
に
な
り
花
が
香
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
突
然
で
す
が
、
私
は
決
し
て
「
花
の
似
合
う
タ

イ
プ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
花
を
持
つ
と
、
ど
う
し
て

も
〝
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
預
か
っ
て
る
人
〟
に
見
え
る
の
で

す
が
、
実
は
昔
か
ら
香
り
そ
の
も
の
は
大
好
き
で
す
。

街
で
気
に
な
る
香
水
を
見
つ
け
る
と
、
つ
い
財
布
の
紐

が
ゆ
る
み
、
気
づ
け
ば
棚
に
小
瓶
が
ず
ら
り
…
…
。

　
好
き
で
は
な
い
方
か
ら
み
れ
ば
理
解
で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、香
り
が
あ
る
こ
と
で
日
常
が
少
し
豊
か

に
な
る
、
そ
ん
な
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
私
も
年
齢
と
と
も
に
好
み
が
変
わ
り
、最
近
は

昔
は
苦
手
だ
っ
た
バ
ラ
の
香
り
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は〝
女
性
の
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
感
〟が
強
く
て
敬
遠

し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
で
は
落
ち
着
い
た
深
み
が
心

地
よ
く
、
む
し
ろ
癒
や
し
の
存
在
に
。
人
も
香
り
も
、

じ
っ
く
り
向
き
合
う
と
印

象
が
変
わ
る
も
の
で
す
ね
。

　
私
も
年
齢
も
重
ね
、柑
橘

系
の
よ
う
な
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
は
感
じ
て
も
ら
え
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、沈
香

の
よ
う
に
時
を
重
ね
た
分

だ
け
の
複
雑
で
重
厚
な「
香

り
」
を
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

平成30年 4月号掲載
春の訪れとともに、思い思いの
場所に集う人々の姿は、まさに
この季節ならではの光景です。

職員紹介
イノベーション推進課

黒  田　 大  陽

2026年度

selection

Information

Information

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
６
年
４
月
号

15

② ④④④

① ③



A
pril
4

第
774号

　
令
和
8年
4月
1日
発
行
　
発
行
所
／
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
発
行
人
／
藤
木
達
夫
　
〒７００

-0817　
岡
山
市
北
区
弓
之
町
４
番
19‐202号

　
TEL（０８６

）２２４‐２２４５
　
FAX（

０８６
）２３２‐４１４５


